




































































































































































                                            


















































































































































































農産物の販売グループに「Mal Mah Suu Tsagaan 






























万人）グループと「Hamster buyu orog zusag 
sonirhogchdyn grupp」（ハムスター、千人）グル
ープを紹介したい。バンカル犬は家畜を守ってオ
オカミと闘う番犬であるが、国際的な保護活動も
あり人気が上昇して高値で取引されている。バン
カル犬は民家の屋外で一頭から数頭で飼育され
ることが多いが、ブリーダーが経営するバンカル
牧場もある。グループメンバーには男性が多く、
話題は愛犬自慢、売買とバーター、迷い犬、品評
会や競技会の情報などである。たとえば、「（犬の
写真付きで）アタル（名前）、1歳メス」という投
稿があると、「電話番号」「値段」「交換できるオ
スがいるよ」「売るつもり？」などのコメントが
つく。愛犬自慢では家畜と異なり動物の「名前」
があげられるが、ディスカッションは鑑賞にとど
まらず、売買・交換の交渉や繁殖のためのペアリ
ングにつながっていく。 
写真⑥大きくて強いバンカル犬（1998年、モンゴ
ル国アルハンガイ県） 
 
 
一方、ハムスターのグループには子ども、とく
に女の子が多い。ハムスターはキヌゲネズミ亜科
の5属をもとに近年100年間に品種改良が進んだ
鑑賞動物であり、毛の色や長さによって 20 以上
の品種に分けられている。モンゴルにはジャンガ
リアンやロボロフスキーという種類が多い。モン
ゴル人は愛ハムスターのためにハムスター専用
の飼育グッズを揃えている。カラフルなプラスチ
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ック製のケージ、回し車、哺乳瓶、エサ容器に加
えて、床材（土の代わり）や浴び砂も輸入品を揃
える。ジャンガリアン・ハムスターの原産地はカ
ザフ草原周辺なので、浴び砂はウランバートルの
砂でよいと私は思うが、グローバル・スタンダー
ドな道具を求める傾向はモンゴル人らしさであ
る。 
一方で、鑑賞動物であっても繁殖などのために
交換・売買しようと考えるのも、家畜やバンカル
犬に共通するモンゴル人らしさである。「（写真付
きで）うちのハムスターは少し寂しげな様子なの
でお友だちをみつけてあげたいな」と投稿があれ
ば「うちに同い年くらいのお友だちがいますよ」、
逆に「売りますか？」などのコメントが並ぶ。 
ところが2018 年 7月、それまでハムスターの
名づけ方や慣らし方について楽しく話し合って
いたメンバーたちから「ハムスターを道具一式と
共に2000円で。配送します」「よい家族にあげま
す」といった投稿が続投された。“愛ハムスター”
を売りに出した中学生くらいの女の子に訳をた
ずねてみた。すると、学校が夏休みになって例年
のように家族で草原の祖父母宅などに数カ月滞
在することになったが、長距離の自動車移動やバ
ンカル犬が放し飼いされているような環境にハ
ムスターは連れて行けないと判断したらしい事
情を教えてくれた。バカンス前のペット放棄はフ
ランス等でも多発して社会問題となっているが、
モンゴルでは意外にも悲惨さはない。ハムスター
セール投稿には「オス？メス？」「いくら」「配送
は」などのコメントが次々とついた。人間によく
馴れた「中古のハムスター」は人気なのである。
日本では哺乳類の鑑賞動物やペットといえば幼
獣に人気が集中するが、モンゴルのハムスター・
グループでは一年中「手のりの（gart dassan、
手に馴れた）ハムスター買います」という投稿が
出る。これらのことから、モンゴル人は動物を飼
い馴らす技術や知識の価値を尊重しているよう
に思われる。 
 
おわりに ——モンゴル人のバーチャル／リ
アル生活 
 
このように 2018 年夏のモンゴルではケータイ
とスマホが使われ、スマホでは FB が重要なコミ
ュニケーションツールとなっていた。FBというバ
ーチャル空間では、親戚や旧知の人びとと交流を
深めると共に、面識のない人とも「ナイツ」にな
ったり、さまざまな規模や目的のグループメンバ
ーどうしとして出会ったりしていた。このように
モンゴル国の318万人はリアルとバーチャルの二
つのレイヤーでネットワーク的につながってい
るのである。 
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FBグループでは、①販売、②全国情報、③地域
情報、④動物、に関するものを取りあげた。そこ
では、中古の家具や iPhone が転売されて必要と
する人の手に渡り、家畜やペットも現金取引やバ
ーターで譲渡されて飼い主が変わっていた。地域
のコミュニティーでは個人どうしの交渉によっ
てカーシェアが実現していた。 
このように、モンゴルでは情報化が進むと同時
に、それによって資源を再利用ないしはシェアす
る循環型社会が実現されているといえる。その取
引の様子からは、貨幣経済のみに依存するのでな
く物々交換という経済様式が生きていることも
わかる。人間と動物の関係では、ペットであって
も消費するだけでなく繁殖させて仔を売ったり、
その育成技術が付加価値に転換される点が、家畜
生産の歴史をもつモンゴル人ならではの態度と
いえるかもしれない。 
私は 1994 年からモンゴルの牧畜地域各地に通
い、最初は通信がしごく不便であったが、彼らの
リアルで豊かな社会的ネットワークに助けられ
ながら調査をおこなってきた。それが、たとえば
ザブハン県テルメン郡では 2010 年代にケータイ
とスマホが普及し、都市で就学・就労する人を中
心にFBユーザーが増えた。2018 年現在、モンゴ
ル人は「フェイス」をモンゴル語で楽しむ210万
人の仲間たちと「ナイツ」あるいは同じグループ
のメンバーとして画期的な速度でつながりつつ
ある。モンゴル人はリアルとバーチャルの両面で
ソーシャルな人たちであるようだが、彼らのバー
チャル／リアル生活の絡み合いや、他言語・地域
での FB 利用とも比べつつ、日々変化するモンゴ
ル人の FB 利用の「参与観察=フィールドワーク」
を続けていきたい。 
風戸真理（かざとまり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
